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平成２１年度青森県生涯学習関連事業調査について（照会）
当課では、毎年度、本県の生涯学習関連事業の実施状況を把握し、生涯学習施策を推進する上での参考とするため、各課・出先機関等を対象とした調査を実施しております。

今年度も下記により調査を実施しますので、御多忙中恐縮ですが、御回答くださるようお願いします。
　なお、出先機関を所管している課（教育庁を除く）においては、お手数ですが照会・回答の取りまとめをいただき、併せて御回答くださるようお願いいたします。
記
１　回答期限　　平成２１年１月８日（金）
２　回答方法　　別紙調査票に記入の上、メールにより回答ください。(別添「調査票の記入について」参照)
※該当関連事業がない場合も、その旨回答くださるようお願いします。
３　提出先
生涯学習課企画振興グループ

E-mail:katsuhiro_morita@pref.aomori.lg.jp
４　その他　　(1) 回答様式(電子媒体(Excel))は、
県庁ＨＰ：観光・文化・教育＞教育＞生涯学習課＞各種調査・公募等
（http://www.pref.aomori.lg.jp/bunka/education/2008-0715-1550-255.html）からダウンロードしてください。
(2) 昨年度の調査結果も、上記URLに掲載してあります。
(3) 照会先一覧は別紙に記載してあります。

調査票の記入について

１　記入方法

(1)　「区分番号」欄には、別紙「事業区分一覧」の番号（「1」～「22」）のうちから該当する番号を記入する。

(2)　県単独事業だけでなく、国による委託事業等も記入する。

(3)　一つの事業の中に複数の項目が含まれる場合は、それぞれに関係する部分を記入する。

例：「○○推進事業」のうち、指導者育成は「15」、普及啓発イベントは「18」

(4)　平成22年1月から3月までに実施予定の事業についても記入する。その際の延べ参加人数は予定人数で構わない。
２　記入上の注意

(1) Ａ「学習機会の提供」
「1～14」
① 県が民間団体等と連携して提供している場合も記入
② 「講座」や学習会的な色彩のもの、「出前講座」も「１」～「13」に該当

(2) Ｂ「人材育成」
「15」
ボランティア研修やボランティアコーディネーターの養成は「15」に該当

(3) Ｃ「学習情報の提供・学習相談」
「16」・「17」
「実施月」、「実施日数」、「参加人数」の記入は不要
(4) Ｄ「普及啓発イベント」
「18」
大ホール等における啓発イベント的な「講演」は「18」に該当

(5) Ｅ「その他」
「19」～「22」
① 「実施月」、「実施日数」、「参加人数」の記入は不要
② ボランティア活動の場の提供、ゲストキュレーターの派遣等については「19」に該当
③ 県が全く事業遂行に関与せず助成のみを行っている場合は「20」に該当
生涯学習とは

◇　生涯の様々な時期に行われるあらゆる学習活動を総称して「生涯学習」といいます。

◇　生涯学習は広い範囲に及んでおり、自然や文化に親しむこと、趣味の活動、文化活動、レクリエーション活動はもちろん、新しい知識を獲得して職業生活に生かすことやボランティア活動なども含まれます。さらには、福祉や健康、環境保護など様々な分野のイベント開催によるまちづくりなども含まれます。

◇　生涯学習関連事業は教育委員会のみで行われているわけではありません。知事部局等で実施されている事業の中には、他の目的で立案・実施され、結果的に生涯学習につながる事業が数多くあります。

本調査では、直接県民に対して学習機会を提供する事業だけでなく、生涯学習に関する間接的な支援となる事業も含みます。



担　当	指導主事　森田　勝博
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